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一
月
二
十
五
日
（
金
）
～
二
十
八
日

（
月
）
の
四
日
間
、
練
馬
区
谷
原
に
あ

り
ま
す
真
宗
会
館
に
於
い
て
、「
東
京
教

区 

宗
祖
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌

法
要
」
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の 

御
遠
忌
法
要

は

全
九
座

の
法
要

が

あ
り
、
御
親
修
（
門
首
が
出
仕
）
に
よ

る
法
要
や
音
楽
法
要
も
勤
め
ら
れ
ま
し

た
。
四
日
間
、
合
計
一
八
一
六
名
の
方

が
参
詣
さ
れ
ま
し
た
。 

本
明
寺

で
は

こ
の

御
遠
忌
法
要

に

団
体
参
拝
を
予
定
し
、
本
明
寺
の
ご
門

徒
五
名
の
方
々
と
共
に
、
二
十
七
日
（
日
）

の
逮
夜
法
要
に
参
詣
し
ま
し
た
。
五
十

年
に
一
度
の
こ
の
勝
縁
に
、
本
明
寺
と

し
て
ご
門
徒
と
一
緒
に
団
体
参
拝
が
で

き
た
こ
と
を
心
よ
り
喜
ば
し
く
思
い
ま

す
。 ま

た
、
副
住
職
は
こ
の
四
日
間
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
全
日
泊
ま
り
込
み
で
参

加
し
ま
し
た
。
あ
る
時
は
取
材
、
記
録

の
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
。
あ
る
時
は
炊

き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
。
ス
ー

ツ
姿
だ
っ
た
り
、
エ
プ
ロ
ン
姿
だ
っ
た

り
と
、
会
場
の
至
る
所
を
走
り
回
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
団
体
参
拝
を
企
画
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

の
御
遠
忌
法
要
の
参
加
で
は
な
く
、
自

分
自
身
が
一
座
で
も
参
詣
席
に
着
き
、

一
人
の
参
詣
者
と
し
て
御
遠
忌
法
要
に

お
参
り
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
御
遠
忌
法
要
団
体
参
拝
に
参
加

さ
れ
た
方
々
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

東
京
教
区 

宗
祖
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
法
要 

本
明
寺
団
体
参
拝 
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横
澤 

正
克
（
墨
田
区
在
住
） 

 
 

一
月
二
十
七
日
、
真
宗
会
館
に
初
め

て
訪
れ
ま
し
た
。
当
日
は
会
場
満
席
の

多
く
の
参
詣
者
の
参
加
に
よ
っ
て
、
七

五
〇
回
御
遠
忌
法
要
が
厳
か
に
勤
め
ら

れ
ま
し
た
。
雅
楽
が
奏
で
ら
れ
る
中
、

三
〇
名
程
の
僧
侶
が
入
場
着
席
し
た
後

に
、
ま
ず
、「
未
曾
有
の
大
震
災
を
経
験

し
、
ま
た
日
々
混
沌
と
し
た
現
代
社
会

の
中
に
生
き
て
い
る
我
々
人
間
の
歩
む

べ
き
道
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
、
仏
教
そ

し
て
寺
院
の
存
在
意
義
が
問
い
か
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
事
を
直
視
し
〈
歎
異

の
精
神
〉
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
の
表
白
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
正
信
偈
、
念
仏
和
讚
が
僧

侶
と
共
に
参
詣
者
一
同
で
唱
和
し
ま
し

た
。
本
格
的
法
要
の
為
か
、
い
つ
も
よ

り
念
仏
の
調
子
が
難
し
く
、
私
は
そ
の

唱
和
に
合
わ
せ
る
事
が
で
き
ず
苦
労
し

ま
し
た
が
、
大
変
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。 

 

次
に
、
東
京
五
組
存
明
寺
の
酒
井
講

師
か
ら
法
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
人
は
皆
、

自
分
の
存
在
感
を
心
の
奥
底
で
求
め
続

け
て
い
る
の
で
す
」
「
人
は
皆
、
悲
し

み
・
悩
み
を
抱
き
続
け
て
い
る
」「
そ
ん

な
現
代
に
生
き
る
人
間
の
煩
悩
を
親
鸞

聖
人
の
教
え
は
こ
と
ご
と
く
、
こ
れ
を

救
っ
て
く
れ
る
」「
親
鸞
聖
人
の
教
え
と

の
出
会
い
は
、
正
に
生
き
る
力
と
な
っ

て
い
る
」「
こ
の
七
五
〇
回
御
遠
忌
を
次

の
新
し
い
出
発
点
と
し
た
い
」
概
ね
こ

の
様
な
内
容
の
法
話
を
、
大
変
解
り
や

す
く
お
話
し
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

五
〇
年
に
一
度
の
御
遠
忌
法
要
に
参

加
し
、
身
近
に
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
七
五
〇
回

御
遠
忌
法
要
は
こ
れ
で
終
了
し
ま
し
た

が
、
自
分
自
身
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

生
き
て
い
く
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

日
程 

十
四
時 

 
 

 

逮
夜
法
要 

十
五
時
五
〇
分 

法
話 

（
東
京
五
組 

存
明
寺
住
職 

酒
井
義
一
氏
） 

十
六
時
五
〇
分 
休
憩 

十
七
時
二
〇
分 

報
恩
講
の
夕
べ 

（
講
談
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
物
語 

―

常
磐
炭
礦
余
聞―

 

講
談
師 

神
田
香
織
氏
） 

十
九
時
三
〇
分 

懇
親
会 

参
加
者
感
想 
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◆ 

任
田 

賢
治
（
墨
田
区
在
住
） 

 
 

行
っ
て
き
ま
し
た
。
一
月
二
十
七
日
、

若
住
職
の
ご
案
内
で
親
鸞
聖
人
七
五
〇

回
御
遠
忌
法
要
に
。
次
は
五
十
年
後
で

す
の
で
こ
の
機
会
を
逃
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
大
勢
の
老
若
（
若
は
少
な
い

が
）
門
徒
が
来
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

二
時
か
ら
勤
行
。
正
信
偈
を
皆
さ
ん

で
唱
和
す
る
の
で
す
が
、
私
は
普
段
の

信
心
が
足
り
な
い
の
で
非
常
に
節
回
し

が
難
し
い
。
私
の
周
り
の
人
た
ち
は
大

き
な
声
で
唱
和
し
て
お
ら
れ
た
。
五
線

譜
で
表
示
し
て
あ
れ
ば
こ
ん
な
私
で
も

少
し
は
つ
い
て
い
け
る
の
で
は
？ 

 

若
住
職
は
ご
住
職
仲
間
か
ら
よ
く
声

を
か
け
ら
れ
て
お
り
不
断
の
活
躍
を
感

じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

二
時

か
ら

七
時

ま
で
と

長
い
時
間

で
し
た
が
、
お
寺
と
の
繋
が
り
が
「
死
」

で
は
な
く
、
明
る
い
も
の
と
感
じ
ま
し

た
。 

   

             

◆ 

滝
口 

和
彦
（
春
日
部
市
在
住
） 

 
 

映
画
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
』
を
講
談
で
演

じ
る
。
最
初
は
漠
然
と
そ
ん
な
思
い
で

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
福
島
の
三
地

酒井  義一氏  
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方
の
特
性
に
始
ま
り
、
東
日
本
大
震
災

の
被
害
状
況
。
避
難
女
性
の
「
放
射
能

ま
み
れ
の
福
島
に
電
力
会
社
の
人
間
は

住
め
！
」
の
抗
議
文
。
原
爆
の
悲
惨
さ

を
描
い
た
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
作
者
中

沢
啓
治
さ
ん
と
の
出
会
い
で
、
神
田
香

織
さ
ん
ご
自
身
が
講
談
師
と
し
て
新
境

地
を
開
く
話
。
そ
し
て
、
常
磐
炭
礦
の

閉
山
で
職
を
失
う
人
々
へ
と
、
ま
る
で

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
の
様
に
、
時
代
の

流
れ
に
翻
弄
さ
れ
る
人
々
の
辛
い
思
い

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

人
は
多
く
の
困
難
に
遭
遇
し
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
得
が
た
い
人
と
出
会
い
、
そ

し
て
、
生
き
て
い
く
。
音
と
光
の
演
出

効
果
満
点
の
闊
達
な
語
り
口
に
接
し
気

が
付
け
ば
、
そ
ん
な
思
い
に
浸
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
「
タ
ン
コ
ー
タ

ン
コ
ー
っ
て
バ
カ
に
す
ん
で
ね
。
こ
の

い
ん
ご
っ
た
が
り
ー…

」
の
福
島
弁
が

迫
力
満
点
の
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
』
で
も
、

素
晴
し
い
先
生
と
の
出
会
い
が
発
端
と

な
り
、
炭
礦
娘
の
奮
闘
が
実
り
、
成
功

へ
と
導
か
れ
て
行
っ
た
の
で
し
た
。 

（
東
京
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
遠
忌
報

『
真
求
』
№
十
二
掲
載
記
事
よ
り
） 

 

             

      

◆
二
月
十
二
日
（
火
）
～ 

十
四
日
（
木
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会 

  

二
月
十
二
日
（
火
）
～
十
四
日
（
木
）
、

東
北
別
院
に
お
い
て
、
第
三
回
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
会
（
組
織
部
主
催
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
同
朋
相
互
扶
助
の
精

神
に
立
脚
し
た
災
害
救
援
・
復
興
支
援

制
度
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
各

教
区
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
制
の

構
築
と
、
そ
の
中
核
を
担
う
人
材
育
成

を
行
う
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
、
二
十
八

教
区
か
ら
、
ま
た
大
谷
大
学
、
同
朋
大

神田  香織氏  
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学
か
ら
、
三
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
一
日
目
、
木
越
康
氏
（
大
谷
大
学
准

教
授
・
真
宗
大
谷
派
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
会
委
員
）
に
よ
る
基
調
講
義
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
題
は
「
真
宗
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
位
置
づ
け
を
真
宗
門

徒
が
実
践
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て

考
え
る
」
で
し
た
。（
『
明―

み
ょ
う―

』

№

２７
「
真
宗
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
」

の
内
容
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
） 

 

続
い
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
①
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
問
わ
れ
た

も
の
」
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
で
果

た
し
た
役
割
と
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
、

今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
「
現
場
」
と

「
支
援
者
」
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
そ
の
後
、
「
私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
」

と
い
う
こ
と
で
班
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

班
は
連
区
ご
と
に
編
成
さ
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
お
い
て
連
区
の
つ
な
が
り
を

重
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。 

 

二
日
目
、
被
災
地
視
察
で
、
仙
台
市

若
林
区
、
名
取
市
閖
上
に
向
か
い
ま
し

た
。
閖
上
に
訪
れ
た
の
は
震
災
直
後
（
二

〇
一
一
年
三
月
三
十
日
）
以
来
で
し
た
。

今
回
、
訪
れ
て
感
じ
た
こ
と
は
「
何
も

な
く
な
っ
た
」
で
し
た
。
震
災
前
は
住

宅
街
。
震
災
直
後
は
見
渡
す
限
り
広
が

る
瓦
礫
、
車
が
何
台
も
突
っ
込
ん
だ
コ

ン
ビ
ニ
。
震
災
の
爪
痕
が
大
き
く
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
瓦
礫
も
な
く
、

車
が
突
っ
込
ん
で
い
た
コ
ン
ビ
ニ
も
再

開
し
て
い
ま
し
た
。
震
災
前
、
震
災
直

後
の
風
景
を
知
ら
な
い
人
に
は
、
元
々

こ
の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
と
思
え
て
し

ま
う
く
ら
い
何
も
な
く
た
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
閖
上
地
区
は
海
面
か
ら
の
高

さ
七
ｍ
以
上
の
防
波
堤
と
四
ｍ
も
の
か

さ
上
げ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
住
む
こ

と
が
で
き
る
地
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

午
後
は

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

の

実
践
と

し
て
、
仙
台
市
若
林
区
日
辺
の
仮
設
住

宅
に
て
炊
き
出
し
と
足
湯
を
行
い
ま
し

た
。 
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三
日
目
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
②
「
原
発
事
故
か
ら
問
わ
れ
た
も
の
」

と
し
て
、
放
射
能
汚
染
に
よ
る
被
災
者

と
、
放
射
能
汚
染
に
よ
る
一
時
疎
開
な

ど
を
行
っ
て
い
る
支
援
者
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。 

全
体
を
通
し
て
、
被
災
地
か
ら
遠
近

に
関
わ
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す

る
意
欲
的
思
い
が
あ
る
人
が
多
い
こ
と
、

ま
た
被
災
地
か
ら
近
け
れ
ば
近
い
な
が

ら
の
、
遠
け
れ
ば
遠
い
な
が
ら
の
支
援

の
形
を
模
索
し
て
活
動
し
て
い
る
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。 

ま
た
今
回
の
震
災
に
留
ま
ら
ず
、
今

後
も
起
こ
り
う
る
災
害
に
対
し
て
教
区

を
越
え
て
、
共
に
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
る
関
係
性
の
ご
縁
を
い
た
だ
け
ま
し

た
。 

（
同
朋
社
会
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

『
し
ゃ
ば
ネ
ッ
ト
』
掲
載
記
事
よ
り
） 

      

◆
二
月
十
四
日
（
木
）
～ 

十
五
日
（
金
） 

東
日
本
大
震
災 

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

二
月
十

三
日
～

十
五
日
、

石
巻
市 

飯
野
川
・
水
浜
・
追
波
川
で
活
動
を
し

ま
し
た
。
今
回
は
茨
城
一
組
の
活
動
に

同
朋
社
会
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
コ
ラ

ボ
す
る
形
で
行
い
ま
し
た
。 

茨
城
一

組
は
震
災
直
後

か

ら
石
巻

を
中
心
に
物
資
搬
入
、
炊
き
出
し
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動

の
中
で
、
ラ
ー
メ
ン
の
炊
き
出
し
は
す

ご
い
で
す
。
お
店
を
開
け
る
く
ら
い
の

出
来
栄
え
に
、
み
な
さ
ん
笑
顔
で
召
し

上
が
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

茨
城
一

組
の
活
動

は
ブ
ロ

グ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。 
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今
後
も
、
同
朋
社
会
推
進
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
茨
城
一
組
が
コ
ラ
ボ
を
活
動
す

る
予
定
で
す
。
茨
城
一
組
の
活
動
か
ら

も
い
ろ
い
ろ
と
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
同
朋
社
会
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

『
し
ゃ
ば
ネ
ッ
ト
』
掲
載
記
事
よ
り
） 

                    

◆
三
月
十
三
日
（
水
） 

３
・

１１
東
日
本
大
震
災
・ 

心
に
刻
む
集
い 

明
日
に
向
か
っ
て
輝
く
響
き 

 

三
月
十
三
日
（
水
）
、
仙
台
国
際
セ

ン
タ
ー
に
て
「
３
・

１１
東
日
本
大
震

災
・
心
に
刻
む
集
い 

明
日
に
向
か
っ

て
輝
く
響
き
」（
仙
台
教
区
主
催
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
集
い
の
参
加
者
は

宗
門
内
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
岩
手
県
、

宮
城
県
、
福
島
県
の
被
災
地
（
仮
設
住

宅
）
か
ら
も
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。 

 

開
会
式
で
は
喚
鐘
、
勤
行
に
続
き
、

表
白
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
白

は
「
私
は
き
く…

」
と
い
う
形
で
、
震

災
以
降
、
被
災
地
で
自
身
が
経
験
し
た

こ
と
、
自
身
が
見
聞
き
し
、
自
身
が
感

じ
た
こ
と
が
つ
ら
つ
ら
と
述
べ
ら
れ
、

茨
城
一
組 

東
日
本
大
震
災 

被
災
者
支
援
活
動
報
告 

h
t
t
p
:
/
/
i
b
a
r
a
k
i
1
k
u
m
i
.
b
l
o
g
.
f
c
2
.
c

o
m
/
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本
当
に
そ
の
場
に
い
る
全
て
の
人
は
自

分
の
こ
と
と
し
て
、
重
く
受
け
止
め
ら

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
が
二
部

構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
１
部
で
は

地
震
被
害
、
津
波
被
害
の
地
域
の
被
災

者
と
、
そ
れ
ら
の
地
域
で
活
動
す
る
支

援
者
か
ら
、
第
二
部
で
は
放
射
能
被
害

に
よ
る
被
災
者
と
支
援
者
か
ら
リ
レ
ー

ト
ー
ク
形
式
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
の
思
い
の
語
り
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
部
の
終
わ
り
に
は
プ
ロ
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
（
第
一
部
：
シ
ュ
ガ
ー
ス
タ
イ

ル
ス
ピ
リ
ッ
ト
／
第
二
部
：
メ
テ
ィ
ス
）

に
よ
る
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

（
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
９
』
掲
載
記
事
よ
り
） 

        

    

◆
二
月
一
日
（
金
） 

 

東
京
一
組 

よ
に
ん
会 

 
 ◆

二
月
十
日
（
日
） 

 

児
連 

子
ど
も
会 

 

◆
二
月
二
十
六
日
（
火
） 

 

四
期
会 

 

◆
三
月
二
日
（
土
） 

 

湾
岸
親
鸞
講
座
④ 

 

◆
三
月
五
日
（
火
）
～
六
日
（
水
） 

 

青
年
の
つ
ど
い 

 

な
ど
な
ど 
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一
月 

二
月 

三
月 
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※
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
、
お
気
軽
に
本
明
寺
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

本
明
寺
の
予
定 

◆
本
明
寺 

お
み
が
き
奉
仕
の
つ
ど
い 

期 

日
：
五
月
十
九
日
（
日
） 

時 

間
：
十
三
時
～
十
六
時 

 

一
緒
に
仏
具
を
き
れ
い
に
し
な
が
ら
お
話
を
し
ま
せ
ん
か
。 

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◆
本
明
寺 

永
代
経
法
要 

期 

日
：
五
月
二
十
六
日
（
日
） 

日 

程
：
十
三
時 

永
代
経
法
要 

十
四
時 

法
話 

 
 

 
 

十
五
時 

お
斎 

 

永
代
経
法
要
と
は
、
永
代
に
わ
た
り
お
経
（
教
え
）
が
大

切
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
願
い
お
勤
め
す
る
法
要
で
す
。

ご
家
族
に
も
お
声
か
け
を
し
、
ご
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

◆
本
明
寺 

花
ま
つ
り
（
子
ど
も
会
） 

期 

日
：
四
月
十
四
日
（
日
） 

日 

程
：1

3
:0

0
 

受
付 

1
3

:3
0
 

開
会
・
お
勤
め
・
お
話 

1
4

:0
0
 

ゲ
ー
ム 

1
5

:0
0
 

お
や
つ 

1
6

:0
0
 

閉
会 

会 

費
：
三
〇
〇
円 

対 

象
：
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

（
で
も
、
子
ど
も
が
主
役
で
す
） 

※
小
学
校
二
年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

し
ま
す
。 

 

四
月
一
日
は
親
鸞
聖
人
の
、
八
日
は
お
釈
迦
さ
ま
の
お
誕

生
日
で
す
。 

花
ま
つ
り
（
子
ど
も
会
）
で
は
、
お
寺
で
お
話
を
聞
い
た

り
、
遊
ん
だ
り
し
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。 

 ※
日
程
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 
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◆
本
明
寺 

聞
法
会 

期 
日
：
四
月
二
十
八
日
（
日
） 

時 

間
：
十
五
時
～
十
七
時 

お 

話
：
本
田 

彰
一
（
本
明
寺
副
住
職
） 

テ
ー
マ
：
親
鸞
聖
人
に
人
生
を
学
ぶ 

（
親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
を
通
し
て
教
え
を
学
び
ま
す
） 

参
加
費
：
５
０
０
円 

 

一
緒
に
親
鸞
聖
人
が
歩
ま
れ
た
お
念
仏
の
教
え
に
学
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

次
回
が
い
よ
い
よ
最
終
回
で
す
。 

  

◆
次
期 

聞
法
会 

期 

日
：
六
月 

三
十
日
（
日
） 

 
 

 
 

七
月
二
十
八
日
（
日
） 

 
 

 
 

八
月
二
十
五
日
（
日
） 

 
 

 
 

九
月
二
十
九
日
（
日
） 

時 

間
：
十
五
時
～
十
七
時 

お 

話
：
本
田 

彰
一
（
本
明
寺
副
住
職
） 

テ
ー
マ
：
正
信
偈
に
学
ぶ 

（
親
鸞
聖
人
が
作
ら
れ
た
正
信
偈
を
通
し
て
教

え
を
学
び
ま
す
） 

参
加
費
：
５
０
０
円 

 

「
正
信
偈
」
は
、
日
ご
ろ
多
く
の
方
が
お
勤
め
に
用
い
て

い
る
お
聖
教
で
す
。 

「
正
信
偈
」
は
、
親
鸞
聖
人
が
、
ご
自
身
の
と
こ
ろ
に
ま

で
伝
え
届
け
ら
れ
た
念
仏
の
教
え
の
伝
統
を
、
深
い
感
銘
を

も
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
感
銘
を
詩
（
偈
文
）

の
形
で
表
現
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
「
正
信
偈
」
を
通
し
て
、

親
鸞
聖
人
が
出
遇
わ
れ
た
念
仏
の
教
え
を
学
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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◆
湾
岸
親
鸞
講
座
（
市
民
講
座
） 

テ
ー
マ
：
親
鸞
の
詩―

『
正
像
末
和
讚
』
に
学
ぶ―

 

日 

程
：
⑤
四
月 

二
十
日
（
土
） 

⑥
六
月
二
十
二
日
（
土
） 

講 

師
：
木
越
康
氏
（
大
谷
大
学
教
授
） 

受
講
料
：
１
，
０
０
０
円 

会 

場
：
江
東
区
産
業
会
館
、
他 

東
京
都
江
東
区
東
陽
四‐

五‐

十
八 

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
「
東
陽
町
駅
」
４
番
出
口
横 

 

副
住
職
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

回忌 命終された年
2012年

(平成24年)
2011年

(平成23年)
2007年

(平成19年)
2001年

(平成13年)
1997年

(平成9年)
1991年

(平成3年)
1989年

(平成1年)
1987年

(昭和62年)
1981年

(昭和56年)
1964年

(昭和39年)
1944年

(昭和19年)
1914年

(大正3年)

年忌案内

33回忌

50回忌

70回忌

100回忌

13回忌

17回忌

23回忌

(25回忌)

27回忌

2013年(平成25年)

1周忌

3回忌

7回忌

こ
の
よ
う
な
時
に
お
参
り
し
ま
す 

◆
法
事 

 
 

上
記
の
年
回
忌
や
四
十
九
日
法
要
な
ど 

◆
祥
月
命
日 

 
 

上
記
の
年
回
忌
以
外
の
当
月
命
日 

◆
月
命
日 

 
 

毎
月
の
命
日 

◆
春
秋
彼
岸 

 
 

春
季
（
三
月
）
、
秋
季
（
九
月
）
の
お
彼
岸 

◆
お
盆 

 
 

七
月
（
都
内
）
八
月
（
都
外
）
の
お
盆 

◆
そ
の
他
の
仏
事 

誕
生
記
念
、
入
学
祝
い
、
卒
業
祝
い
、
成
人
記
念
、
結

婚
式
、
お
内
仏
（
お
仏
壇
）
安
置
、
入
仏
式
な
ど
慶
弔

を
問
い
ま
せ
ん 

お
参
り
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
日
程
、
場
所
（
お
寺
、
ご

自
宅
、
墓
地
な
ど
）
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
一
ヵ
月
前
ま
で
に

お
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 
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◆
私
た
ち
の
真
宗
◆ 

一
、
本
尊 

 

阿
弥
陀
如
来 

二
、
宗
祖 

 

親
鸞
聖
人 

三
、
宗
旨 

 

浄
土
真
宗 

四
、
宗
派 

 
真
宗
大
谷
派 

五
、
本
山 

 

真
宗
本
廟
（
京
都
・
東
本
願
寺
） 

六
、
経
典 

 

浄
土
三
部
経 

仏
説
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仏
説
観
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
仏
説
阿
弥
陀
経 

七
、
教
え 

 

本
願
を
信
じ
、
念
仏
も
う
さ
ば
仏
に
な
る 

八
、
称
名 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 

九
、
勤
行 

 

正
信
偈
・
念
仏
・
和
讃
・
回
向
・
御
文 

十
、
宗
風 

 

礼
拝
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
朝
夕
に
勤
行
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

正
信
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
迷
信
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
歩
み
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

聞
法
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
仏
法
を
聴
聞
し
、
生
ま
れ
た
意
義
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
き
る
喜
び
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
》 

★
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
質
問
な
ど
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

★
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
す
ぐ
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

発
行 

真
宗
大
谷
派 

本
明
寺 

 
 

副
住
職 

本
田 

彰
一
（
釋 

彰
一
） 

〒1
3
0
-
0
0
1
2
 東

京
都
墨
田
区
太
平
二‐

七‐

一 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
6
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
8
 

E
-
m
a
i
l
 

h
o
n
m
y
o
u
j
i
@
m
x
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
/
h
o
n
m
y
o
u
j
i
/
 

あ
と
が
き 

▼
景
気
の
「
気
」
は
気
持
ち
の
「
気
」
。
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
効
果
だ
ろ
う
か
「
景
気
が
良
く
な
り
そ

う
」
的
な
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
景
気
に
か
ま

け
て
、
本
当
に
大
切
な
こ
と
を
見
過
ご
さ
な
い
よ

う
に
、
し
っ
か
り
考
え
た
い
で
す
。 


